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1. はじめに 
近年、ロボット及びロボット技術への社会的

需要は増加しつつある。例えば、安全で安定し
た労働力確保を目的とした産業用ロボットや、
災害現場、医療現場での活躍を目的としたサー
ビスロボットなどの活用は日本だけでなく全世
界で散見される。今後は、ロボットを扱うため
の制御技術の高度化が求められ、知能ロボット
に関するさらなる研究・開発が課題となってい
る。このような社会的需要から、ロボットを自
律的に行動するエージェントとみなし、シミュ
レーション技術を利用した機械学習を用いた行
動獲得手法に関する研究が数多く行われている。
これは、ロボットが実際に活動する現場では規
則の例外となる事象が多いため、予め全ての行
動規則を生成し、組み込むことが非常に困難な
ためである。また、シミュレーション技術を活
用することは、実際に数多くのロボットを試作
し、試行錯誤を繰り返すコストを低減できるな
どの利点がある。しかし、現状では、シミュレ
ーション技術を含め、人工知能分野に関する教
材は少なく、初学者にとっては理解が難しい学
問分野になっている。 
そこで、本研究は大学 1 年生あるいは 2 年生

の学生を対象とし、シミュレーション技術に活
用可能な人工知能に関する基礎事項習得の確認
を行う目的とした e-Learning 用の教材開発を行
う。e-Learning システムは、インターネット接
続環境が整えば、いつ、どこででも学習できる
ことができ、人件費等のコストを抑えることが
できる。また、動画を用いてシミュレーション
の過程を詳しく見ることが出来るため、初学者
に適した教育システムであると考えられる。さ
らに、この基礎事項習得の確認を行う目的で、
「RoboCup レスキューシミュレーションシステ
ム」の一部を利用した演習用の環境整備を行う。 

 
 
 
 

 
2. RoboCup とは 
2.1 RoboCup プロジェクト 
RoboCup プロジェクトとは「西暦 2050 年まで
にサッカーの世界チャンピオンチームに勝てる、
自律型ロボットチームを作る」という目標に向
かい、人工知能分野やロボット工学分野等の研
究者が参加している世界的なランドマーク・プ
ロジェクトのことである。RoboCup レスキュー
シミュレーションはその中の 1 分野であり、都
市での災害発生を想定して、サーバー上にて消
防、救急など役割の異なるバーチャル・ロボッ
トが協力して災害救助を行う競技である。[2],[3] 
2.2 RMASBench 
図 1 に RoboCup の組織図及び RMASBench

の位置づけを示す。本研究ではこの
RMASBench を使用する。[4]このベンチマーク
はこのシステムにおいて動作する「エージェン
ト」が消防の 1 種類であるため、初学者の導入
に適しているためである。受講者はエージェン
トの動作アルゴリズムを考え、各自のプログラ
ムとして実現し、シミュレーションの結果から
その動作を検証する。図 2 に示すのは
RMASBench の動作画面であり、受講者が作成
したプログラムの動作を確認することができる。
また、図 3 に示すのはシミュレーションの結果
のグラフであり、建物の燃焼や倒壊の割合を表
している。このグラフを比較することにより、
作成したアルゴリズムの有効性を検証すること
ができる。 

 
図 1 ロボカップの組織とベンチマーク 
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図 2 演習用環境(RMASBench)における動作画面 
 

 
図 3 シミュレーション結果の表示 

 

3. 作成する教育素材 
 図 4 に実習用のシミュレーション環境の概略
を示す。 
 RoboCup レスキューシミュレーションシステ
ムの環境構築やそのシミュレーションの実行の
ためには Linux のコマンドやシミュレーション
システムについての知識の習得が必要となる。
これは初学者にとっては大きな障害となる。 

そこで、本研究では受講生とシミュレーショ
ン シ ス テ ム の 間 に Learning Management 
System の 1 つである Moodle[5]を設置し、イン
ターフェイスとする。具体的には、Moodle が有
するファイルアップロードモジュールを用い、
受講者は各自が作成したプログラムを提出する。
て受講者へ提示する。これにより、受講者はこ
れらをシミュレーションシステムが一括処理し、

そのシミュレーション結果を Moodle を介し
Web 画面上の操作だけで済むことになり、負担
が軽減され、学習へのモチベーションを維持す
ることができる。また、受講者が作成したプロ
グラムとその結果を他者でも閲覧可能にする。
それにより、受講者同士が相互に学習意欲を高
め合うことができると考えられる。さらに、自
学自習用の学習教材をマイクロソフト社のパワ
ーポイント形式で電子化したものを使用する。 

 
4 おわりに 
 本研究はシミュレーション技術者教育のため
の e-Learning 教材の作成として、マルチエージ
ェントシステムに関するパワーポイント形式の
学習教材と Moodle を用いたシミュレーション環
境を作成した。 
 今後、実際に授業で学習教材を使用しアンケ
ートを取ることにより、評価・改良を行う予定
である。 
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図 4 実習用シミュレーション環境の概略 
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